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１．概要（Summary） 

我々は，ナノメートルスケールの人工金属構造と光波と

を局在型プラズモンを介する相互作用させることで高効

率に光子を捕捉する光学素子の構築を目指している．こ

れまでの研究から湾曲金ナノロッドと直線金ナノロッドが

相互作用するように近接して配置したハイブリッド金ナノ

構造は，近赤外域で疑似電磁誘起透明化現象の透過ピ

ークをもつ．金属として金よりも安価で広く利用されている

アルミニウムは，可視から紫外域でプラズモン共鳴ピーク

をもつナノ構造を作製できることが知られている。そこで本

研究課題では，可視〜紫外域にプラズモン共鳴ピーク波

長を有するハイブリッドアルミニウムナノ構造の作製を試

みた． 

 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

ヘリコンスパッタリング装置 
 

【実験方法】 
湾曲ロッドと直線ロッドのハイブリッドナノ構造のパター

ンを，レジストを塗布した ITO 基板上に電子ビーム描画装

置により描画した．現像後，ヘリコンスパッタリング装置に

よりアルミニウム薄膜を成膜し，リフトオフによりアルミニウ

ムナノ構造を作製した．アルミニウムナノ構造の電子顕微

鏡像は電界放射型走査型電子顕微鏡を用いて観察し

た． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 Fig.1 に示すように，10 nm のギャップ幅を有する湾曲

ロッドと直線ロッドのハイブリッドアルミニウムナノ構造を作

製した．任意のギャップサイズを有するハイブリッドアルミ

ニウムナノ構造の作製にも成功した. また、金などの他の

材料についても作製可能であることがわかっており、今後

は光学特性を評価し、金とアルミニウム，金属の種類によ

るプラズモンカップリング効果について実験的に検証を進

める． 

 
４．その他・特記事項（Others） 
・中野和佳子様（北大電子研）に感謝します。 
 
５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 
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６．関連特許（Patent） 
なし。 

 
Fig.1 A scanning electron microscope image of 
hybrid Aluminum nanostructures. Gap 
width: 10 nm. 


